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1町の動き 1(3月1日現在)

1 

.陶・

人口10.770人(+7) 男子5.101人生.2) ~T5.669人(+ 5) 世帯数3.530戸(+3) 



川
内
町
・
重
信
町
消
防
出
初
式

3月3日
本
番
さ
な
が
ら
の

ポ
ン
プ
操
法
、
消
火
訓
練
、

一
斉
放
水

一一一月
一一一
日
(
日
)
川
内
中
学
校

運
動
場
で
、
平
成
八
年
川
内
町

・

重
信
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
は
、
両
町
消
防
団
員
、

東
温
消
防
署
員
を
は
じ
め
、
東
温

防
火
管
理
者
連
絡
協
議
会
、
川
内

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
、
東
谷
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
東
谷
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
な
ど
約
六
百
名
余
り
が
参
加
し

ま
し
た
。

観
聞
を
受
け
た
あ
と
、
ポ
ン
プ

操
法
、
防
火
演
技
、
消
火
訓
練
な

ど
、
日
ご
ろ
の
消
防
訓
練
の
成
果

を
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
次
々

に
披
露
し
、
観
覧
者
か
ら
盛
ん
な

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
分
列
行
進
や
消
防
功

労
者
の
表
彰
が
あ
り
、
最
後
に
、

表
川
で

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
出

初
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

出
初
式
で
行
わ
れ
た
消
防
功
労

者
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

2 



(
敬
称
略
)

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

第

二

分

団

団

員

近

藤

第

二

分

団

団

員

佐

伯

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

マ
功
績
章

第
六
分
団
分
団
長

マ
勤
続
章

第
一
分
団
団
員

第
二
分
団
副
分
団
長

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
班
長

第
五
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
班
長

J¥ 
木

佐

伯

幸

三

伊
東

卓
賓
-

渡

部

英

和

菅

野

逸

志

小

倉

初

由

渡
部
光
右
衛

篠

森

孝

典

寺

田

利

重

田

井

和

典

野

中

直

記

第
七
分
団
班
長

第
八
分
団
団
員

マ
親
子
消
防
団
員

第

六

分

団

団

員

渡

部

本

部

団

員

渡

部

マ
家
族
内
助
の
功
労
者

本

部

副

団

長

重

松

強

夫

人

重
松
喜
和
子

第
六
分
団
分
団
長
八
木
公
成
夫
人

八
木
多
納
子

第
二
分
団
分
団
長
寺
川
健
治
夫
人

寺

川

尚

美

満
田
武
督
夫
人

満
田
登
美
子

佐
伯
鬼
代
孝

田

中

泰

第
六
分
団
団
員

一
士
心

圏
平

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

本

部

班

長

佐

伯

普

伸

第

一

分

団

団

員

高

須

賀

朝
三

第
二
分

団

団

員

成

谷

重

信

第
二
分

団

団

員

近

藤

正

博

第

三

一

分

団

班

長

大

窪

靖

夫

第

三

分

団

団

員

菅

野

務

第

四

分

団

団

員

三

河

夏

夫

第

六

分

団

団

員

森

本

照

雄

第

七

分

団

団

員

渡

部

秀

昭

第

八

分

団

班

長

高

杉

忠

公
成

O
川
内
町
長
表
彰

本
部
団
員

本
部
団
員

第

一
分
団
団
員

近

藤

大

作

梅

崎

博

之

宇
和
川
幸
男

祐武
二 雄

第

一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
班
長

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

菅和松根高 大白栗篠前 三 玉河佐南近近小小
田本来木石戸林森田 i頼井端伯係藤藤倉倉

武久康和安 一 秀司真康克久徳 秀浩隆異忠
茂幸良武雄弘 正 朗吾宣行義明勉樹二吉昭明

O
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

マ
功
績
章

本

部

団

長

白

石

善

四

郎

マ
精
績
章

第
七
分
団
副
分
団
長
渡
部

マ
勤
続
章

第

四

分

団

団

員

佐

伯

第

四

分

団

団

員

佐

伯

第

四

分

団

団

員

藤

原

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

能
典

博
重

茂
利稔
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三
軒
屋
音
回
線
道
路
改
良

工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど

2月27日

一一
月
臨
時
町
議
会
が
、
二
月
二

十
七
日
開
会
し
、
工
事
請
負
案
件

三
件
と
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算

一
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

議

案

O
平
成
七
年
度
高
速
自
動
車
道
周

辺
整
備
対
策
事
業
相
ノ
川
線
道
路

改
良
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

変
更
契
約
金
額

六
回
、
五

O
O千
円

(
二
、
三
九
一
千
円
増
)

O
平
成
七
年
度
緊
急
地
方
道
路
整

備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道
路
改
良

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額一

O
一
、
九
七

O
千
円

事
業
量
幅
員
四
(
五
)
メ

l

ト
ル

延
長
一
五
六
メ
ー
ト
ル

期
平
成
八
年
二
月
十
七

日
か
ら
平
成
八
年
三

工

月
三
十
日
ま
で

契
約
の
方
法
指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

松
山
市
古
川
南

一
丁
目
一一
一一番

一
八
号
株
式
会
社
有
光
組

O
平
成
七
年
度
地
方
特
定
道
路
整

備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道
路
改
良

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額
六
九
、

O
一
O
千
円

事
業
量
幅
員
四
(
五
)
メ
l

ト
ル

延

長

三
三

六

・
七

メ
ー
ト
ル

工

期

平

成

八

年

二
月
十
七

日
か
ら
平
成
八
年
三

月
三
十
日
ま
で

契
約
の
方
法
指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

川
内
町
大
字
南
方
二
一
九

O
番

地
の
三
日
進
建
設
株
式
会
社

制
時
μ
話
補
正
予
算

終
末
処
理
場
土
質
調
査
委
託
な
ど

補

正

総

額

二

、

八

O
O千
円

累
計
総
額
七
四
六
、

O
五
四
千
円

-3一
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e~ 
4
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
が

板n
H
u
 

h

ヌ
生
ロ
平
成
八
年
四
月
か
ら
国
民

史
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま

・

l
す
。
昨
年
、
一
一
、
七

O
O
円

-
7
 

'
f
(月
額
)
が
一
二
、
三

O
O
円

に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
付

加
保
険
料
は
従
来
ど
お
り
月

額
四
O
O円
で
す
。

V
有
利
で
安
心

前
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を
一
年

分
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
保
険
料
が
割
引

き
さ
れ
有
利
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
何
か
と
忙
し
い
方

に
は
、
手
聞
が
省
け
、
納
め

忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
四
月
一
日
か
ら
四
月
十

九
日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

変
わ
り
ま
す

納付区分 定額保険料
定額保険料

+付加保険料

毎月納めた場合 147，600円 152，400円

前納した場合 144，040円 148，720円

割引きされる額 3，560円 3，680円

軍国
こんなときには、届出を/

4月は、 1年中で 1番異動の多い月

です。異動があった場合は、お早目に

(14日以内に)役場福祉課国保係へ届

出をしてください。

固定資産

課税台帳の

縦覧について

こんなときには弱けt討を 持参するもの

保国
他市区町村から転入してきたとき 印かん、転出証明書

lこ 他の健康保険をやめたとき 印かん、健康保険の離脱証明書
入
る 生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書
と
き 子供が生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳

保国を
他市区町村へ転出してきたとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証
や
め

生活保護を受けることになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書る
と
き 死亡したとき 印かん、保険証、死亡を証明するもの

そ
退職者医療制度に該当したとき 印かん、保険証、年金証書

退職者医療制度に該当しなくなった
印かん、保険証の とき

他
住所、世帯主、氏名などが変わった

印かん、保険証とき

の
f呆R食言正をなくしたり、よごれてイ吏え 印かん、使えなくなった保険証、身分
なくなったとき を証明するもの

と 修学のため子供が他の市区町村に下
印かん、保険証、在学証明書宿するとき

き 長期旅行等で別個の保険証がほしいと
印かん、保険証き

~ 4 

地方税法の規定により、 4月1

日より 4月22日(土曜日及び日曜

日は除く)までの問、役場税務課

において、固定資産課税台帳の縦

覧を行います。

ご自分の土地や建物の価格をお

確かめになりたい方は、期間中無

料でご覧になれますので、お気軽

におこしください。



一

減
免
手
続
き
に
つ
い
て

板
門

Hu
h
ヌ告市

①

身

体

に

障

害

を

持

つ

'f
人
、
②
戦
傷
病
者
、
③
精
神

に
障
害
を
持
つ
人
、
④
十
八

歳
未
満
で
身
体
に
障
害
を

持
っ
て
い
る
人
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
人
ー
ー

が
所
有
す

る
車
に
は
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
普
通
車
で
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
障
害
の
程
度
に
よ
っ

て
は
、
減
免
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
四
月
二

十
三
日
ま
で
に
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

j
四
月
二
十
三
日
ま
で
に
減
免
申
請
を
j

口
申
請
場
所

役
場
税
務
課

口
持
っ
て
く
る
も
の

・
印
鑑

・
運
転
免
許
証

・
自
動
車
検
査
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
(
戦
傷
病

者
手
帳
)
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

.
通
院
通
学
等
の
証
明
書
な
ど

で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。税

務
課

企

9
6
6
・
2
2
2
2

(
内
線
叩
・
訂
)

有
線
2
1
2
1

犬の登録と
狂犬病予防注射のお知らせ

犬の登録と狂犬病予防注射を下記のとおり実施します。飼われている

犬の予防注射(毎年受けること)と登録(生涯一度)を近くの場所で必

ず受けてください。 r昨年犬の登録をしていない方つ「昨年犬の登録をしている方

5，830円 11 2，830円
(注射料 2，830円)I [ (注桝のみ)
登録料 3，000円) l' 

4 Fl23日(火) 4月24日(水) 4月258 (木) 4月26日(金)

9 : 45-10 : 05 川内保育園前 9 : 30-10 : 15 横灘団地集会所 9 : 30-9 : 50 天神住宅 9: 40-9: 50 畑川電話中継所

10 : 10-10 : 25 中之町集会所 10 : 20-10 : 30 前松瀬川公民館 9 : 55-10 : 10 西組青年会館 9:55-10:10 南方西公民館

10 : 30-10 : 45 町西公民館 10 : 35-10 : 40 原集会所 10:15-10:25 揚神社 10・15-10:30 北八幡集会所

10 : 50-11 : 00 高須賀薬品庖 UJ: 45-10: 50 鳥の子集会所 10: 30-10: 40 東中村集会所 10: 35-11: 05 大西燃料庖北側

11:05-11:15 南方東公民館 11 : 00-11 : 10 三軒屋橋 10: 45-11: 15 北方公民館 11 : 10-11 : 35 西中村集会所

11 : 20-11 : 30 板戸集会所 11: 15-11: 25 三車干屋上バス停 11 : 20-11 : 25 上海上バス停 11 : 40-12 : 00 川上農協

11: 35-11 : 45 向井川橋 11 : 30-11 : 40 奥松瀬川公民館 11 : 30--11 : 45 下海上集会所 13 :ω-13 : 20 ⑨則之内

11: 50-12: 00 高木集会所 11 : 45-11 : 50 五柱神社 11 : 50-12 : 00 西古市集会所 13: 25-13: 40 買IJ之内公民館

13 : 20-13 : 30 土谷札場 11:55-12:00 川筋木炭庫 13: 00-13: 15 和田丸集会所 13: 45-13: 55 永野集会所

13 : 35-13 : 45 土谷公民館 13: 00-13: 20 徳吉村上底 13: 20-13: 30 西谷小学校 14: 00-14: 30 三内農協

13 : 50-13 : 55 落出 13 : 25-13 : 30 音田杉原庖 13 : 40-13 : 50 井内公民館 14: 35-15: 00 健康センター

14: 00-14: 05 弥助成下 13: 35-13: 55 河之内公民館 14: 00-14: 05 井内西集会所

14: 10-14・15 郷入口 14・00-14・05 狩場バス停 14: 15-14: 25 北問バス停

14・20-14:25 滑川消防詰所 14: 10-14: 20 白猪屋庖 14: 35-14・45 川東公民館

14: 30-14: 35 梅薮杉原庖 14: 25-14: 35 大屋敷近藤憲男宅下 14: 50-15: 0。菅野勝氏宅下

14: 40-14: 45 海上車庫 14: 40-15: 00 日浦集会所

5 
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‘
川
内
保
育
園
お
ゅ
う
ぎ
会

2
/但かわいい園児の一挙一動に

会場から盛んな拍手と声援が

おくられていました。

町内一斉美化清掃砂

2月25日、町内一斉美化清掃が行われ

ました。自分たちの身近な河川や道が心

ないごみの投げ、捨てでずいぶん汚れてい

ることを改めて認識させられた日でした。

ア7メラレポート

2
/叩

今年も体育館(高学年)と多目的ホール

(低学年)に別れて実施されました。

多目的ホールは、演ずる児童と観る側

の保護者の距離がほとんどなく、臨場感

があってよかった。

‘会長杯バレーボール大会

2月25日、勤労者体育センターで体育協会会長杯

バレーボール大会が開催されました。

地域 ・職場・学生などのチームで、男子10チーム、

女子5チームが参加しました。

試合結果は、以下のとおりです。

〈男子女子〉

優勝フライタークス 優勝川内クラブ

準優勝則之内東 準優勝ホ。ンキッキース‘

第 3位奥松瀬川 第 3位南方東部

6-



ア1メラレポート 圃圃園田園

‘川内町長期総合計画
を答申

川内町の長期総合計画を検討してお

りました川内町総合計画審議会(会長/

梅崎進氏)より、 3月1日、答申書が

森町長へ手渡されました。

三世代もちつき大会惨

3月1日、川上幼稚園で三世代もちつき大会が行わ

れました。

園児が順番にもちをついてゆきましたが、杵を持ち

上げるのにもふらつく園児、手元カ官、くるいがちで、臼

の端に杵が当たったり、杵を持つ手が左右逆であった

りと、ハラハラドキドキのおもちつきでした。

‘東谷小学校・幼稚園
お別れ遠足

3月4日、東奇小学校校庭でお別れ遠足(飯盆炊さ

ん)がヂTわれました。

東省小学校のシンボルくすの木の大樹の下で、作った

カレーの昧は、忘れられない昧となりました。

川上小学校お別れ遠足砂

3月5日、重信川の河原で川上小学校のお別れ遠足

(飯室炊さん)が行われました。

当日は、吹く風も冷たく、温かいカレーがありがた

く感じられました。

-7-



男女共同参画型
一 講演会険地域社会づくり

3月10日、男女共同参画型地域社会づくりにつ

いて考える講演会が中央公民館大ホールで行われ

ました。

講演会はNHKテレビ「生活笑百科」でおなじみ

の三瀬顕弁護士をお招きして「これからの男と女

のいい関係」について講演いただきました。

会場の約250名の聴衆は、はじめから終わりま

で笑いっぱなしの楽しいお話でしたが、 「ことば

に化粧を、心に化粧をJ ，-ごめんねの効用」など

なるほどとうなづけるいいお話でもありました。

17メラレポート

.り 7b96‘健康づくりフォーラム'96， フォーフム9t;
t 後援・)11内町.川内町保健街生実践宣言 三瀬顕講演会のあと、引き続き婦人会主催の健康

東谷小学校

創立90周年記念植樹砂

3月10日、東奇小学校創立90周年記

念植樹が東省校区で行われました。

PTA主催で児童や地区有志も参加

し、東谷小学校をはじめ、校区内の公

園、集会所、広場などにさざんか、桜、

もみじ、けやきの苗木を植えました。

苗木に支柱を施した本格的な植樹で

した。

づくりフォーラム'96(EM技術と健康づくり)が開催

されました。

(詳細は、 P11のTOWNトピックスで紹介)
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11メラレポート 圃園田園E

第2回松下寿カップ
少年サッカ一選手権大会炉

3月10日、第2回松下寿カップ少年サッカー選手権大会が、西条市総合運動公園多目的グラウ

ンドで開催されました。四国各県より予選を勝ち抜いたチーム 8チームカず参加して行われたこの大

会に川上サッカースポーツ少年団も出場。強豪チーム相手に健闘し、第5位の成績を残しました。

アイテムえひめオープニングイベン卜第2弾F

本場の輸NEWアウトドアグツズが勢揃い/

クーノ'J;f;.・アクβ戸ア・フI~タ ρ7 ft.ひめ

好奇心を刺激する、アウトドアギアを豊富に展示、販売コーナーやイベン卜も充実/

O展示商品 :キャンプ、マリンスポーツ、アウトドアウ工ア・シューズ、 RVなど

世界の一流アウトドア用品を多数取り揃えた販亮コーナーも充実しています

Oイベン卜:専門家によるアウトドア教室や展示品を体験できる製品デモなど家族そろっ

て楽しめます

・主 催:通商産業省 共催:愛媛県

・日 時: 3 月 30日出~31 日(日) 1O :00~17:00 

・場 所:アイテムえひめ(松山市丸可賀 2丁目)

・交 通:伊予鉄松山市駅より定期パス運行、常設駐車場約800台

※入場無料

-9一



わが家α愛ド/ι
満 1j歳を迎えられる赤ちゃんの写真とコメン卜を募集しま

す。コメン卜には名前、住所、生年月日、赤ちゃんを紹介す

る簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場総務課広報

係まで送ってください。

(下沖) (中之町)

まゆこ しあ、り

米井 繭子ちゃん 渡部 紫織ちゃん

( 3月6日生) ( 3月19日生)

元気いっぱいの 元気いっぱいの

まあちゃん 紫織ちゃん

今日はどんないたずらを みんなに好力、れる

してくれるの力、な 女の子に育ってね

(父 ・母より) (父 ・母より)

閑動
1大l) 

草 羽t 挑 杏 目 生
功、

咲や
咲 Eえ 鼻 れ

品、、、、
の 寝

ヤ

3言、、
な 日

る ー て 当 の一浮 rコ
合% 4ヤ

烏を
オ庁

当 名 弘、 者氏 月
見 波 そ おt 愛 当 の
'つ れ ー. 子 せ

近割やt 事在 日
高め 熊霞 jj也l)に 高祝 高 L

戒古t 飾1) 
捕や

瀬、を 田み
水 長聖氏子 i須賀寿 餅 須賀茅 墓人の

藤雛 おt
lt の lt の

照浜 度リ 千春 客 芙沙 リ 治花
幸長 一 稔 閑 江 花 子

主主 留 古
子 吋--"・ 自主

日や島
の

主も土
戸

山

普 潟鶏ャ〈

並
の ，、、、

畑 て
j也 tl 井祭
川 需 聖子桃 下リ

の の け
網中 斗花
主ト j寿 史

みんなの広場 ・・・・・

(天神)

松村元ニ飴くん

( 3月27日生)

ボク、大きくなったら

パパやお兄ちゃんと

ビリヤードをするんだよ/

(父・母より)

一 内
一
月

ヲ久F 例
.d.. 
Zコr

蝿
社EJiコ、

選
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一

健
康
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
鉛

¥
ノ
ス

一

ワ

，

m
，
 

Jn

ピ

ω

ト

T
 

みんなの広場

酸
化
物
質
を
生
成
し
、
す
べ
て
の

も
の
を
蘇
生
の
方
向
へ
導
く
性
質

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

E
M
に
つ
い
て
は
、
婦
人
会
の

ボ
カ
シ
程
度
の
認
識
し
か
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
先
生
の
お
話
を
聴

い
て
い
る
と
、
水
質
浄
化
、
土
壌

改
良
、
家
庭
菜
園
、
畜
産
、
生
活

全
般
に

E
M
技
術
の
応
用
が
で
き

る
と
い
う
お
話
で
、
驚
か
さ
れ
る

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

特
に
、
各
家
庭
の
台
所
で
E
M

を
使
用
す
る
だ
け
で
、
河
川
浄
化

が
す
す
む
話
(
現
に
高
知
県
四
万

十
川
流
域
で
は
E
M
の
使
用
を
奨

励
し
て
い
る
と
い
う
)
は
、
心
に

残
り
ま
し
た
。

川
柳
も
づ

く
吟
社

J
二
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

目
の
前
の
事
故
に
震
え
が
止
ま
ら

な

い

都

築

垂

貴

子

交
際
へ
さ
ば
け
た
貌
に
な
リ
き
れ

ず

山

本

ひ

ろ

志

嫁
姑
品
作
を
ま
と
め
る
故
郷
、
が
居
る

擦
森
美
豊
里

来
し
さ
も
驚
き
も
あ
る
隠
し
芸

田

中

若

峯

銭
湯
の
椋
っ
き
令
い
背
を
流
し

平

岡

深

舟

ま
と
め
買
い
今
日
は
卵
の
特
売
日

田
野
岡
田
州

村
き
A
ロ
い
は
派
手
で
家
計
簿
ま
た

赤

字

高

岡

紫

迅

お
村
き
ム
ロ
い
し
て
ま
す
私
も
う
大

人

佐

々

木

胡

舟

ピ
ノ
キ
オ
の
驚
い
た
顔
泣
い
た
顔

渡
部
佐
え
良

j
E
M
技
術
と

健
康
づ
く
り
j

E
M
技
術
を
活
か
し
て
、
ご
み

減
量
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
よ

う
と
健
康
守
つ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
%

が
三
月
十
日
、
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

婦
人
会
主
催
で
行
わ
れ
た
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
婦
人
会
員
の

ほ
か
、

一
般
の

方
々
約
二

0
0

名
が
参
加
し
、

四
国
E
M
普
及

協
会
副
代
表
世

話
人

・
左
納
久

仁
美
先
生
の

E

M
技
術
に
つ
い

て
の
お
話
を
熱

心
に
メ
モ
を
と

り
な
が
ら
聴
い

て
い
ま
し
た
。

E
M
と
は
、

有
用
微
生
物
群

の
こ
と
で
、
抗

宝
石
を
ま
と
め
た
よ
う
に
ニ
ト

マ

ト

山

本

紫

芳

日
め
く
り
を
ま
ど
め
て
剥
が
す
休

み

明

け

高

瀬

喜

撰

亭

ち

し新し 題央公中四 ~ 
ていい寝午量 六月 月四

ま方 展且巨日 例..0、すのい
。「が

②円第一 午後 宮ιニ、仁一

参加をお ギ人ム主町 案内

待
jレコ議室玄

寸
』
ム



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

町
民
意
識
調
査
よ
り

平
成
七
年
八
月
号
か
ら
掲
載
し

て
来
ま
し
た
「
町
民
意
識
調
査
の

結
果
の
考
察
」
も
今
月
号
で
終
わ

り
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
間
H

に
つ
い
て
は
義
務
教
育
で
行
わ
れ

て
い
る
「
同
和
教
育
」
に
つ
い
て

の
町
民
の
皆
さ
ん
の
認
識
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
如
実

に
物
語
る
も
の
と
し
て
ご
一
考
く

だ
さ
い
。

向

日

小

・
中
学
校
な
ど
義
務
教

育
で
の

「同
和
教
育
」
に
つ
い

て
、
あ
な
た
の
、
お
考
え
に
近

い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ

え
ら
ん
で
く
だ
さ
い
。

無 知なら
をや なあ

lどZ 積極自守いる いま
答ヵ fく 11 

を」 や とに
たで ら に

五二 一:li二"" 代E歳
九口 -<二n. 司じ " 

口 五 ニ国 斉 (~歳E 
口五 E 三 プ"' ^ 

七 口 一 巴区ヨ ーーー

代言
一口

Cコ""一四

四
"" プミ 代き歳

一口 - ， ~ ペニ2 プ，

= I = 八八 ヲ-
↓上)，6歳

ニゴ ノ、 =ノ~ /可-、 亡ー二〉

実 E 三五 三玉 五七

八九 プ"， n. プL プて

そ
の
?

結
果
と
考
察

川

「
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
」
と

「あ

ま
り
や
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
」

と
で
全
体
の
約
五
O
%
、
ま
た
、

「
や
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う

人
が
八
%
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
は
、
自
由
記
述

に
よ
る
と
、
同
和
教
育
を
進
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
も
知
ら

な
い
子
ど
も
に
差
別
を
教
え
、

返
っ
て
差
別
を
広
げ
る
よ
う
な

結
果
に
な
る
か
ら

「
や
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
考
え
の
誤
り

を
た
だ
し
、
「
同
和
教
育
を
進

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
理

解
が
得
ら
れ
、
そ
れ
が
差
別
解

消
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

ホ
γ

。。

こ
れ
に
対
し

「積
極
的
に
や

る
べ
き
だ
」
と
い
う
人
は
、
二

O
歳
代
で
四
二
%
、
三
O
歳
代

か
ら
五
O
歳
代
で
は
、
三
O
l

四
O
%
で
あ
る
が
、
六
O
歳
以

上
で
は
、
わ
ず
か
に
一
一
一
%
と

少
な
い
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
ほ

ど
「
ほ
ど
ほ
ど
に
」
と
か
「
や

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
考
え
て

い
る
人
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

凶
「
学
習
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
」
と
い
う
人
は
、
全

体
で
二
・
二
%
で
あ
り
、
一
一一
O

歳
代
と
六
O
歳
以
上
に
数
%
ず

つ
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
に
対
し

て
は
、
何
ら
か
の
手
立
て
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
課
題

川
同
和
問
題
に
「
か
か
わ
り
た
く

な
い
」
ま
た
「
他
人
ご
と
」
と

と
ら
え
た
り
、
学
習
会
や
研
修

会
に
参
加
し
て
も
、
義
理
や
付

き
合
い
の
傾
向
が
強
く
、
同
和

問
題
の
解
決
が
、
ま
だ
ま
だ
町

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
課
題
と
な

り
切
っ
て
い
な
い
現
状
を
打
破

す
る
具
体
策
を
検
討
す
る
。

凶
「
差
別
は
よ
く
な
い
」
と
の

知
的
理
解
は
進
み
な
が
ら
、
結

婚
に
こ
だ
わ
る
体
質
が
今
な
お

強
い
こ
と
は
、
多
く
の
人
達
が

世
間
体
に
流
さ
れ
や
す
い
現
代

社
会
の
体
質
の
現
れ
で
あ
り
、

そ
の
社
会
体
質
を
改
善
す
る
取

り
組
み
の
検
討
と
、
人
権
意
識

に
目
覚
め
、
健
や
か
に
育
ち
つ

つ
あ
る
若
い
世
代
の
将
来
を
保

障
す
る
た
め
に
学

・
杜
一
体
と

な
っ
た
同
和
教
育
の
推
進
を
強

化
す
る
。

同
高
齢
者
を
中
心
に
今
だ
に
残
る

偏
見
や
誤
解
を
な
く
す
る
た
め

の
学
習
会
や
研
修
会
、
地
区
別

懇
談
会
の
在
り
方
を
再
検
討
す

る
と
と
も
に
、
同
和
問
題
の
解

消
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
同
和
教
育
の
内
容
と

方
法
を
反
省
し
、
知
的
理
解
か

ら
差
別
解
消
へ
の
具
体
的
な
行

動
化
(
日
常
化
)
を
図
る
。

凶

「寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
「
自

分
に
は
関
係
な
い
」
「
対
策
事

業
は
や
り
す
ぎ
」
な
ど
同
和
教

育
活
動
に
水
を
さ
す
よ
う
な
考

え
方
や
発
言
な
ど
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
、
身
近
な
教
材
の

発
掘
と
提
供
に
努
め
る
。

同
川
内
町
同
和
教
育
協
議
会
を
中

心
に
、
各
種
機
関

・
団
体
が
連

携
し
な
が
ら
町
民
啓
発
を
総
合

的
に
す
す
め
て
い
く
推
進
体
制

の
充
実

・
強
化
、
指
導
者
養
成

学
習
条
件
の
整
備
な
ど
に
努
め

る。

大
現
在
で
は
、
実
態
的
な
差
別
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
お
互
い
の
心
の
中

に
ひ
そ
む
差
別
意
識
は
完
全
に
払

拭
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
顕
在
化

し
た
差
別
事
象
と
と
も
に
潜
在
的

意
識
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
差
別

解
消
へ
の
実
践
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
こ
と
も
、
こ
の
調
査
で
大

き
く
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

調
査
は
教
育
の
原
点
で
す
。
こ

の
調
査
を
基
礎
に
町
民
意
識
の
実

態
を
正
し
く
把
握
し
、
今
、
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、

各
種
団
体
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
残
さ
れ
た
課
題
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
解
決
し
て
い
く
決
意
を

持
っ
て
同
和
教
育
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
こ
の
調
査
結
果

を
有
意
義
に
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

差
別
の
な
い
明
る
い
川
内
町
を
築

長
己
宇
「
し
ょ
冶
つ
。

ワ
μ
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『食べることいろいろ」

~受けて安心がん検診、学んで実行がん予防~

がんで亡くなる人は、年々増えています。食生活の改善とカずん

検診でがんから身を守りましょう。
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日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一
位

は
か
が
ん
μ

で
す
。
平
成
7
年
の

川
内
町
の
死
亡
原
因
で
も
か
が
ん
が

は
心
疾
患
と
並
ん
で
第
一
位
で
、

別
人
の
方
が
ρ

が
ん
グ
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

が
ん
が
発
生
す
る
原
因
は
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
下
の
絵
の
よ
う
な
原
因
が
考

え
ら
れ
て
お
り
、
薬
物
や
環
境
汚

染
よ
り
も
食
物
や
た
ば
こ
と
い
う

身
近
な
も
の
が
が
ん
を
作
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

食
生
活
を
ど
う
改
善
し
た
ら
が
ん

に
な
り
に
く
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
す
る
。
同
じ
食
品
を

繰
り
返
し
て
食
べ
な
い
。

魚
の
焼
け
住
川
げ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
に

が
ん
を
作
る
物
質
(
発
が
ん
物
質
)

が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
自
然
の
食
品
の
な

か
に
は
そ
の
働
き
を
抑
え
る
物
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
発
が
ん
物
質

も
そ
れ
を
抑
え
る
物
質
に
つ
い
て

も
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
偏
ら
ず
に

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ

て
食
べ
る
こ
と
で
が
ん
を
予
防
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
食
べ
過
ぎ
な
い
。
脂
肪
は
控
え

め
に
。

ネ
ズ
ミ
の
実
験
で
満
腹
に
し
た

グ
ル
ー
プ
と
腹
八
分
目
の
グ
ル
ー

プ
を
比
べ
る
と
、
満
腹
の
ネ
ズ
ミ

の
ほ
う
が

2
倍
、
が
ん
に
か
か
り

ゃ
す
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
食
事
の
中
の
脂
肪
の

割
合
が
多
い
と
乳
が
ん
や
大
腸
が

ん
に
か
か
り
ゃ
す
い
よ
う
で
す
。

日
本
人
の
食
事
が
洋
風
に
な
る
に

つ
れ
て
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
は

増
え
て
い
ま
す
。
適
量
の
脂
肪
は

ビ
タ
ミ
ン
の
吸
収
を
助
け
た
り
、

肌
を
な
め
ら
か
に
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
が
、
取
り
す
ぎ
は
他
の
成

人
病
の
原
因
に
も
な
る
の
で
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン

A
、
c、
E
と

食
物
繊
維
を
と
る
。

ビ
タ
ミ
ン

A
は
が
ん
に
な
り
か

け
て
い
る
細
胞
を
正
常
な
形
に
整

え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、

注
目
さ
れ
て
い
る
ベ

l
タ
・
カ
ロ

テ
ン
(
カ
ロ
チ
ン
)
も
体
の
中
で

ビ
タ
ミ
ン

A
に
変
わ
っ
て
、
が
ん

予
防
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン

C
は
体
を
正
常
に
保
つ
働

き
を
助
け
、
ま
た
、
発
が
ん
物
質

の
働
き
を
抑
え
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

E
は
発
が
ん
物
質
の
働
き
を
抑
え

ま
す
。
食
物
繊
維
は
便
通
を
整
え

て
大
腸
が
ん
を
防
ぎ
ま
す
。

④
塩
辛
い
も
の
を
控
え
る
。
熱
い

も
の
は
さ
ま
し
て
。

塩
分
の
多
い
も
の
を
食
べ
る
地

域
で
は
胃
が
ん
も
多
く
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
口
の
中
を
や
け
ど
す

る
ほ
ど
熱
い
も
の
を
食
べ
る
習
慣

の
あ
る
地
域
は
食
道
が
ん
に
な
り

や
す
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す。⑤
ア
ル
コ
ー
ル
は
飲
み
過
ぎ
な

-U
 

飲
み
過
ぎ
は
肝
臓
に
負
担
を
か

け
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
高

い
お
酒
は
口
や
食
道
の
粘
膜
を
傷

つ
け
て
が
ん
に
な
り
や
す
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
か
ら
⑤
の
こ
と
は
が
ん
だ
け

で
な
く
他
の
成
人
病
予
防
に
も
効

果
が
あ
る
こ
と
で
す
の
で
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
、
実
行
し
て

尋頭桓季
出典円ドJC卿とRビート憾士(1981)単位%

工業生産物 1
食昂添加物 1
地理的要因3

慢性感染症
ウイルス 10つ

不明3

く
だ
さ
い
。
他
に
も
た
ば
こ
を
や

め
た
り
、
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、

日
光
に
当
た
り
過
ぎ
な
い
な
ど
、

日
常
生
活
を
工
夫
す
る
こ
と
で
が

ん
に
な
る
危
険
性
は
下
が
っ
て
来

ま
す
。
し
か
し
、
が
ん
を
完
全
に

予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
が
ん
を
早
期
に
発
見

し
、
治
療
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

が
ん
も
早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
治

せ
る
病
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
が
ん

検
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
川
内
町

で
は
胃
、
肺
、
大
腸
、
前
立
腺
、

甲
状
腺
、
子
宮
、
乳
の
が
ん
検
診

を
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
管

理
の
た
め
、
が
ん
検
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
健
康
な
と
き
こ
そ
、

検
診
が
大
切
で
す
。

タバコ 30

主警
qa 



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
活
動

14 

之》
エョ;

持

ごぞんじですか?

「シjレパーマーク」

ー
平
成
七
年
度

)
内
は
代
表
者
及
ぴ
参
茄
人
員

共
同
募
金

ロ
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
月
9
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
位
食

(
高
須
賀
フ
ヂ
エ

9
名
)

2
月
間
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
却
食

(
渡
部
忠
子
7
名
)

2
月
お
自
給
食
サ
ー
ビ
ス

ι食

(
築
山
靴
作
子
4
名
)

口
と
も
し
び
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
月
6
日
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
、
ン

i
ツ

補
修
・
メ
モ
用
紙
作
り

(黒
川
七
重
7
名
)

2
月
別
日
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
身
の
ま

わ
り
の
お
世
話

(
滝
岡
美
子
香
5
名
)

口
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
月
日
日
老
人
訪
問
健
康
チ
ェ

ッ

庁

/

(高
須
賀
カ
ヲ
ル

2
名
)

2
月
幻
日
独
居
老
人
温
泉
巡
り

(
高
須
賀
禎
子
)

口
婦
人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
月
ロ
日
産
業
道
路
・
桜
の
閤

の
下
刈
り
・
肥
料
や
り

(
山
本
ア
ツ
子
ロ
名
)

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

-
|
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
七
年
度
の
共
同
募
金
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
町
内
の

皆
様
、
区
長
さ
ん
、
婦
人
会
の
皆

さ
ん
、
共
同
募
金
奉
仕
員
の
方
々

の
格
別
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

次
の
と
お
り
立
派
な
成
果
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
た
く
厚
く
お
札
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

=
一O
、
O
一
七
円

二
、
一
二
三
四
、
二

O
四
円

そ
の
他

合

計

車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
よ
く

右
記
の
マ

l
ク
を
つ
け
た
車
を

み
か
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
マ

l
ク
で
、
高
齢
者
交
通
安

全
マ

l
ク
(
い
わ
ゆ
る
シ
ル

バ
ー
マ

l
ク
)
と
い
い
ま
す
。

こ
の
マ

l
ク
は
、
シ
ル
バ
ー

と
セ
イ
フ
テ
ィ
の
頭
文
字
「

S
」

を
、
鶴
の
イ
メ
ー
ジ
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
道
を

暗
示
す
る
と
と
も
に
、
美
し
い

自
然
の
中
を
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
健
康
で
、
交
通
安
全
を
願

う
姿
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
て
い

ま
す
。こ

の
マ

l
ク
を
活
用
し
て
、

例
え
ば
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
自

転
車
や
洋
服
な
ど
に
自
由
に

張
っ
た
り
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
マ
ー
ク
を
張
る
こ
と
で
、

お
年
寄
り
の
運
転
す
る
車
や
、

自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
り
道
を

歩
い
て
い
た
り
す
る
お
年
寄
り

に
、
思
い
や
り
と
譲
り
合
い
の

心
を
も
ち
、
お
年
寄
り
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
気
持

ち
を
表
し
ま
す
。

口
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

一
、
O
九
八
、
五
六
六
円

三
一
、
三
五
九
円

一、一一

一九
、
九
二
五
円

戸
別
募
金

学
校
そ
の
他

合

計
愛ち ゃん じ抱くん

口
共
同
募
金

戸
別
募
金

法
人
募
金

職
域
募
金

学
校
募
金

一
、三
六
一
、

0
0
0
円

四
六
一
、

0
0
0
円

四
三

一
、
0
0
0円

五
一
二
八
七
円



支
部
長
を
終
え
て

お
正
月
気
分
も
さ
め
や
ら
ぬ
こ

の
時
期
、
私
に
と
っ
て
、
苦
し
い

日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

と
言
い
ま
す
の
は
、
新
役
員
の
選

出
と
、
機
関
紙
「
や
ま
な
み
」
に

載
せ
る
こ
の
原
稿
書
き
で
す
。

胸
を
張
っ
て
「
こ
の
事
が
書
き

た
い
」
と
、
言
え
る
よ
う
な
事
が

今
年
も
浮
か
ん
で
こ
な
い
の
で

す
。
そ
れ
は
私
が
、
あ
ま
り
活
動

を
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
:
・
と
。

今
、
反
省
と
自
責
の
念
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

三
年
前
、
軽
い
気
持
ち
で
支
部

長
を
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
と
い
っ
て
余
り
お
役
に

立
て
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
支
部
の

皆
様
に
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

ま
す
。こ

の
間
に
、
脱
会
さ
れ
た
方
も

何
人
か
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時

支
部
長
で
あ
る
私
の
力
不
足
を
思

い
恥
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
、

大
変
楽
し
く
有
意
義
な
三
年
間
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り

が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
私
は
、
婦
人
会
と
い
う
大

き
な
組
織
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り

の
小
さ
な
力
の
結
集
の
偉
大
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
町
長
さ
ん
か
ら
、

「
町
内
の
ゴ
ミ
が
半
減
し
ま
し

た
。
」
と
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

E
M
ボ
カ
シ
に
よ
る

生
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
有
資

源
回
収
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ト
レ
イ

の
回
収
な
ど
に
よ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
個
々
の
力
が
、

こ
ん
な
に
も
威
力
を
発
揮
す
る
も

の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
組
織
に
い
る
か
ら
こ
そ

の
事
で
す
。
又
、
会
長
さ
ん
の
熱

意
に
動
か
さ
れ
る
部
分
も
あ
っ

て
、
会
員
が
頑
張
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
は
、
毎
年
こ

の
時
期
に
辞
め
た
い
と
言
う
人
が

出
て
く
る
の
も
正
直
な
と
こ
ろ
で

す
。
と
て
も
残
念
な
事
で
す
。
婦

人
会
の
真
の
歩
み
や
趣
旨
を
味

わ
っ
て
い
な
い
所
以
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
、
一
度
支
部
長
を
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
遠
慮
な
さ
ら
ず

や
っ
て
み
て
下
さ
い
。

そ
う
し
て
、
色
々
な
所
へ
顔
を

出
し
て
み
て
下
さ
い
。
決
し
て
、

「
辞
め
よ
う
」
な
ど
と
は
言
わ
な

く
な
る
筈
で
す
。
い
え
、
言
え
な

く
な
る
色
々
に
出
会
い
ま
す
。

今
の
婦
人
会
が
推
進
し
て
い
る

事
は
、
地
域
は
勿
論
の
事
、
大
き

な
目
で
見
れ
ば
地
球
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
な
事
な
の
で
す
。
高
齢

化
問
題
、
青
少
年
問
題
に
し
て
も

同
じ
で
す
。

人
に
や
さ
し
い
事
、
地
球
に
や

さ
し
い
事
を
、
微
力
な
が
ら
も
、

み
ん
な
で
推
進
し
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

桜

品L島

千

級

今
年
度
も
受
講
生
を
募
り
、
七

十
八
名
で
出
発
。
和
気
あ
い
あ
い

の
う
ち
に
楽
し
く
研
修
を
積
み
、

交
流
を
図
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

閑
凶
困
七
月
十
五
日
出
一
時

南
海
放
送
ラ
ジ
オ
「
く
め
さ
ん

の
空
」
で
活
躍
中
の
小
倉
く
め
先

生
の
講
演
。
「
差
別
す
る
人
さ
れ
る

人
ま
た
そ
の
差
別
を
見
て
る
人
」

と
題
し
て
障
害
者
や
弱
者
の
気
持

ち
を
分
か
る
事
の
大
切
さ
を
語
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
お
人

柄
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
な
が
ら
、
身
を

乗
り
出
し
て
拝
聴
し
ま
し
た
。

蘭
口
固
八
月
士
百
回
七
時
半

誰
も
が
参
加
で
き
る
夜
間
を
選

び
ま
し
た
が
「
夜
は
出
に
く
い
」

の
声
も
あ
り
、
日
時
選
び
の
む
ず

か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
子
供
さ

ん
が
、
手
を
洗
っ
て
拭
い
て
み
た

く
な
る
よ
う
な
可
愛
い
お
手
拭
き

が
出
来
ま
し
た
。
(
戒
能
多
喜
江

先
生
)

閑
回
岡
十
九
月
二
十

一
日
同
九
時
半

郷
土
料
理
を
加
味
し
た
ヘ
ル
シ

l

料
理
。
毎
日
直
ぐ
使
え
る
料
理
だ

と
好
評
で
し
た
。
(
伊
賀
ツ
タ
エ

先
生
)

関
岡
川
出
回
〒
一
月
十
二
月
一
時

日
赤
よ
り
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

お
若
い
先
生
を
お
迎
え
し
て
介
護

の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
直
ぐ
役
に

立
つ
技
術
の
習
得
で
、
「
来
て
よ

か
っ
た
」
の
声
を
沢
山
聞
き
ま
し

た。
開
阿
国

一
月
七
日
刷
一
時

中
央
公
民
館
大
ホ

l
ル
へ
三
世

代
の
百
八
十
人
が
集
ま
り
、

V
Y

S
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
で
ゲ
l
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。
各
世
代
の
良

さ
に
触
れ
暖
か
味
を
身
体
一
杯
に

呼
吸
し
ま
し
た
。
花
の
会
の
方
が

七
草
粥
を
作
っ
て
下
さ
り
ご
馳
走

に
な
り
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し

た。
聞
出
国
二
月
十
八
日
岡
町
外
研
修

婦
人
会
総
会
四
月
十
七
日
同
一
時

中
央
公
民
館
大
ホ

l
ル
に
て
、

双
海
町
の
若
松
進
一
先
生
を
お
迎

え
し
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
す
。
男

性
で
も
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

総
会
議
事

一
時
よ
り

講
演
二
時
よ
り

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

四
月
の
ボ
カ
シ
作
り

四
月
二
十
八
日
間
二
時
よ
り

中
央
公
民
館
三
階
に
て
。
暖
か

く
な
り
ボ
カ
シ
が
威
力
を
発
し
ま

す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会

「、

υ
1
i
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募

集

'
毛
糸
棒
針
編
(
初
級
)

司
技
術
指
導
講
習
会

口
対
象

内
職
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

毛
糸
棒
針
編
(
初
級
)

口
日
時

6
月
5
日
捌
か
ら
7
月
ロ
日
幽

ま
で
の
聞
の
四
日
(
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)

9
時
叩
分
か
ら
日
時
加
分
ま
で

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
・
受
講
料

却
名
・
無
料
(
教
材
費
一
部
自

己
負
担
)

口
申
込
締
切

5
月
初
日
制

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
松
山
市
山

越
町
4
5
0
香
地
愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー

(
8
9
2

3
・
2
2
0
1
)

へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

第
二
回

V
全
国
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」

可
展
覧
会
・
作
昂
募
集

口
題
・
テ
ー
マ

自
由
(
画
材
も
油
彩
、
水
彩
、

ク
レ
パ
ス
、
ク
レ
ヨ
ン
、
マ
ー

カ
1
、
墨
な
ど
何
で
も
可
。
ま

た
、
は
り
絵
、
押
し
花
、
布
に

よ
る
も
の
も
可
)

口
材
料

か
ま
ぼ
こ
板
(
一
作
品
一
枚
か

ら一

O
O枚
ま
で
)

口
応
募
資
格

プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず
誰
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。

口
応
募
方
法

応
募
は
封
書
に
て
、
作
品
数
一

人
何
点
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一
作
品
ご
と
、
か
ま
ぼ
こ
板
の

裏
に
、
絵
の
題
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
学
生
の
方

は
学
校
名
と
学
年
を
は
っ
き
り

と
お
書
き
の
う
え
お
送
り
く
だ

支
」
い
。

口
問
い
合
わ
せ
・
作
品
送
付
先

干
七
九
七
一
七
東
宇
和
郡

城
川
町
大
字
下
相
六
八

O

町
立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ

か
わ
第
二
回
全
国
「
か
ま
ぼ

こ
板
の
絵
」
展
覧
会
係

本目

B炎

F

「
女
性
の
権
利
川
番
」

司
電
話
相
談

口
日
時

4
月
日
日
凶

口
直
通
電
話合

9
3
4
・
9
5
0
5

口
相
談
料

無
料

口
相
談
内
容

夫
婦
問
暴
力
な
ど
女
性
の
問
題

な
ら
な
ん
で
も
可
(
男
性
か
ら

の
相
談
も
可
)

口
主
催

愛
媛
弁
護
士
会
ほ
か

O
土
す

l

5土
す

叩
h
A
n
H
U
F

司

E
i
門

H
H

v 
電ぷ
話自
費商
ロ>x cコ

口口

110 
番

口
日
時

4
月
四
日
幽

口
直
通
電
話8

9
3
5
・
4
0
5
6

日
時
l
日
時

口
相
談
料

無
料

口
相
談
内
容

欠
陥
商
品
の
悩
み
ご
と
な
ら
な

ん
で
も
可

口
主
催

愛
媛
弁
護
士
会
ほ
か

ハh
u

-・・・・圃・圃・・・・・・・

間
-・・・圃・・・・・・・・・E

週
4
月
叩
日
j

m
日

婦

人

週

間

J
今
年
は
女
性
参
政
権
行
使

日
周
年
に
当
た
り
ま
す
J

労
働
省
で
は
、
我
が
国
の
女
性

が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
4

月
刊
日
を
記
念
し
て
、
昭
和
弘
年

以
来
、
こ
の
日
に
始
ま
る
一
週
間

を
「
婦
人
週
間
」
と
定
め
、
女
性

の
地
位
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
特
に
、
女
性
が
参
政

権
を
行
使
し
て
か
ら
叩
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
男
女
の
固
定



的
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
男
女
双
方
が
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
協
力
し
、
目
世
紀
に
向

け
て
大
き
な
可
能
性
を
有
す
る
新

し
い
社
会
を
築
い
て
ゆ
く
た
め
、

一
層
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
テ
ー
マ

幻
世
紀
に
向
け
て
、
自
分
ら
し

い
生
き
方
が
で
き
る
社
会
を

鋭米こ、っ

ロ
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
つ
ら
つ
生
き
方
自
由
自
在

ぞ
Iu 
c; 
で
す
力、

'
介
護
休
業
制
度
が

司
法
制
化
さ
れ
ま
し
た

「育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
(
育

児

・
介
護
休
業
法
)
が
平
成
7
年

目
月
1
日
か
ら
一
部
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
主
は
で
き
る
限
り
早

期
に
介
護
休
業
制
度
及
び
勤
務
時

間
の
短
縮
等
の
措
置
を
設
け
る
よ

う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
日
年
4
月
1

日
か
ら
は
、
介
護
休
業
制
度
等
は

一
律
に
事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。し

た
が
っ
て
、
常
時
日
人
以
上

の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
主

は
、
介
護
休
業
を
導
入
す
る
場
合

に
は
、
必
要
な
事
項
を
就
業
規
則

に
記
載
し
、
所
轄
の
労
働
基
準
監

督
署
長
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。同

法
の
詳
し
い
内
容
、
就
業
規

則
へ
の
記
載
等
に
つ
い
て
は
、
愛

媛
婦
人
少
年
室
(
松
山
市
若
草
町

4
の
3
8
9
3
5
・
5
2
2
2
)

ま
た
、
介
護
休
業
関
係
奨
励
金
に

つ
い
て
は
、
側
担
世
紀
職
業
財
団

愛
媛
事
務
所
(
松
山
市
大
手
町
2

の
9
の
n
e
9
2
1
・
5
6
6

0
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
前
期
技
能
検
定

職
業
能
力
開
発
促
進
法
(
法
第

臼
条
)
に
基
づ
い
て
労
働
者
の
有

す
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ

て
検
定
し
こ
れ
を
公
証
す
る
国
家

検
定
制
度
で
あ
る
技
能
検
定
を
下

記
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

技
能
土
を
目
指
す
方
々
は
こ
の

機
会
に
是
非
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

口
受
付
期
間

4
月
4
日
同
か
ら
4
月
口
日
制

ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

受
検
資
格
や
実
施
職
種
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
〒
七
九

O
松

山
市
三
番
町
四
丁
目
十
の
一
愛

媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会

(8

9
4
1
・
5
8
8
5
)

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

F

労
働
保
険

可
年
度
更
新
手
続

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保

険
料
(
労
災
保
険

・
雇
用
保
険
)

図書寄贈
のお札

中央公民館図書室に、今年度も次の

方々より図書を寄贈していただきまし

た。厚くお礼申し上げます。

の
申
告

・
納
付
は
お
済
み
で
す

か
。
平
成
8
年
度
の
年
度
更
新
手

続
は
、

4
月
1
日
か
ら
5
月
日
日

ま
で
で
す
。
正
し
い
申
告

・
納
付

を
お
早
め
に
ノ
・

申
告

・
納
付
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
労
災
補

償
課

(8
9
3
5
・
5
2
0
0
)
、

愛
媛
県
雇
用
保
険
課
(
岱
9

4

1
・
2
1
1
1
)
ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
の

V
川
内
中
継
局
が
3
月

下
旬
に
開
局
し
ま
す

川
内
地
区
を
カ
バ
ー
す
る
愛
媛

朝
日
テ
レ
ビ
の
新
し
い
中
継
局
が

塩
ケ
森
山
頂
に
完
成
し
ま
し
た

0

3
月
中
頃
か
ら
試
験
電
波
を
発
射

い
た
し
ま
す
。
愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
印
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
す
。ア

ン
テ
ナ
を
別
に
建
て
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
の
取
り

扱
い
説
明
書
を
見
な
が
ら
、
ご
自

分
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
る
か

電
気
屋
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

匂n
H
M
 

吋
/

高須賀理恵様 (天 神)

山下 建子様 (三軒屋)

北僚睦美様 (保 免)

田井淳子様 (和田丸)

宇和川満江様 (ーヶ谷)

酒井キヨ子様 (下之町)

戒能申惰様 (保 免)

片山 剛様 (横灘団地)

高須賀サカヱ様 (則之内)

近藤ミヤ子様 (市 場)

紫雲館吾妻流川内教室様

一町内在住者分~

図書室は、土-日曜日も利用できます。

(午前 9時から午後 4時30分まで。火曜

日はお休みです)

読みたい本のご希望を受け伯けています

ので、お気軽にお越しください。

巧

i
t
E
4
 



川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

加
入
者
異
動
の
お
知
ら
せ

一
一
月
中
の
有
線
放
送
電
話
加
入

者
の
異
動
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

O 
脱

刀え

O
休

市

退
野

止
具

m
m」
1
1

，......，. 

玉徳茶高

河

野

宗

俊

二
九
O
一

泉

戸

田

稔

亮

三
四

O
八

大

下

麻

夫

五

O
五
八

佐

伯

巌

二
五
八
三

谷

口

正

友

三
七
三
八
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主主木

月 予 防接種計画表

予防接種名 二種(ジフテリア・破傷風・百日咳)混合予防接種 麻疹(はしか)予防接種

接 種目時
平成 8年 4月12日(金) 平成 8年 4月18日(木)

午後 2時一 3時 午後 3時一 3時30分

接種場所 健康センター 2階集団検診室 健康センタ -2階集団検診室

生後 1 才~7 才 6 カ月未満の者で 1 期初 生後 1 才 6 カ月 ~7 才 6 カ月未満の者で

回を 3回及び 1年後の 1期追加を受けて 麻疹にかかっていない者。

対 象 者 いない者。なお、百日咳にかかったこと すでにMMR (麻疹・風疹 ・おたふくか

のはっきりしている場合は 2種(ジフテ ぜ)の混合ワクチンを接種している方は

リア・破傷風)混合で実施できますので 接種の必要はありません。

受付で申し出て下さい。

-当日は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計ります。

注意事項
-予防接種を受けますと 1週間は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月間は他の

防接種を受けることができません。 予防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません。 -当日の入浴は差しっかえありません。

持参品 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計

平成 7年4月より予防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもう 一

備 考
度よく見られ、まだ接種していない予防接種は早めに接種してください。
なお、ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センター 電話 966-2191 (有線)5833 

4 

966-4989 
3130 

収集曜日 ~X 集 I生 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷 ・西谷(井内を除く) 4月29日(月)を

毎 土谷 ・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 4月30日(火)に収集..・ 4陶戸別..陣..ー----..陣噌開ー咽...凶司・-----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
木 井内

火・金 北方・南方『困、，仲申押鴨伺戸鴨・ー・...ーーーーーーーーーーーーーーーー---.咽・，骨・ー・・・ーーーーー・------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
火 奥松瀬川

調 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く) 変更なし

町筋(天神を除く)

電話

有線
清掃センター4月ごみ収集計画表

毛えるごみ

ちえかじごみ

~X 集 t也 域 ガラス ・空ビン類 空き缶等金物類 有資源ごみ・粗大ごみ

東奇・西奇(井内を除く)
4月8日(月) 4月22日(月)

天神・鳥の子・横灘団地 有資源ごみ… 5月収集

北方・南方・奥松瀬川 4月 9日(火) 4月23日(火)

前松瀬川()鳥の子を除く)
4月10日(水) 4月24日(水)

町筋(天神を除く) 粗大ごみ…… 6月収集

井内・土谷 ・湯川 4月11日(木) 4月25日(木)

2. 

分別して

。。

正しく出しましょうく〉く〉ごみは



4月 健康センターだより

12日(金) 三種混合予防接種 受付午後 2:00-3:00 健康センター

18日(木) l才 6カ月児健康診査 受付午後1:00-2:00 健康センター

麻疹予防接種 受付午後 3:00-3:30 健康センター

25日(木) 育児相談 受付午前 9:00-10:00 健康センター

育児学級 受付午後1:00-2:00 健康センター

26日(金) こころの健康相談 午前 9:30-12:00 健康センター

-椅 a 押 畠輔..ー骨柄‘骨 ー・・ ーー-~ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --ーーーーーー・ーー・ 『伺 F ・..骨骨ーーーーーー ーーーーーーーーー

毎週月E露目 不用犬引取り 午前 8:30-10:00 健康センター

野犬買い上げ イシ イシ

毎週水磯日|健康相談 午前 9:00-12:00 健康センター

母子健康手帳交付 イ〉 イシ

機能回復訓練 午後1:00-3:00 ガリラヤ荘

当番~

4月7日 西野内科クリニック 重信町 牛測 ft964-2200 

14B いのうえ小児科 重信町北野田 ft955-0055 

211ゴ くぼた内科 松山市北梅本町 ft970-0011 

28日 泉内科 川 内 町 南 方 包 966-2226

29B 西村内科 重信町志津川 ft964-2461 

献血
4月の献血

献血予定なし

24時間体制

川内町在宅介護

支援センター

岱966-6250
(問い合わせ先) 健康センタ ft966-2191 有線 5833

お気軽にご相談ください

(秘密厳守・無料)救急病院案内 ft964-5632 (テレホンサービス)
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花

3月5目、川上小学校のお別れ遠足取材のため、

重信川の河原へゆく O この日は、重信町の小学校

も河原で飯童炊さんをしており、河原が小学生で

埋めつくされていた。

なかなか火をじようずにおこせないのか、白い

けむりがあたり 面立ちこめている。涙自で子供

たちを見ていると、けむりのむこうに河原を黄色

に染め上げている花が自にとびこんできた。菜の

花の群生が河原を埋めつくしている。この日は、

冷めたい風が吹く日でしたが、ここだけは、 一足

先に春が来ているようて、した。

の菜

野の花
• 


